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発炎筒の使いかた
故障や事故などで緊急停車したと
き、周囲に危険を知らせるために
使います。

①助手席足元部のホルダーから発炎
筒を外します。

発炎筒

TSG0027Z

②本体を回しながらケースから引き
抜きます。

TSC0694Z

③点火部をケースのすり薬でこすっ
て点火します。

TCA0159Z

！  警告
●お子さまには触らせないでくださ
い。いたずらなどで発火するおそれ
があり危険です。

●可燃物の近くで使わないでくださ
い。引火する危険があります。

●点火は必ず車外で行い、点火後は顔
や身体に近づけないでください。や
けどをする危険があります。

●トンネル内では使わないでくださ
い。煙で視界が悪くなり、他車の走
行の妨げとなり事故をまねくおそれ
があります。このときは非常点滅表
示灯を使ってください。

 知識
●点火後は約5分間燃え続けます。
発炎筒に記載してある使用方法、注意を
あらかじめ確認しておいてください。

●発炎筒には有効期限があります。期限が
切れる前に日産販売会社でお買い求めく
ださい。

発炎筒の使いかた
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路上で故障したときは

TCA0160Z

TCA0161Z

TSC1843Z

TCA0163Z

必ず安全な場所に車を退避させ、
非常点滅表示灯などで後続車に危
険を知らせてください。
安全な場所に退避できないときは、
発炎筒（ P.312）で後続車に危
険を知らせてください。

■路上で故障したとき
①車を路肩などに止め、非常点滅表
示灯を点滅させます。

②高速道路や自動車専用道路では、
車の後方に停止表示板又は停止表
示灯を置きます。

 知識
●高速道路や自動車専用道路では、停止表
示板（停止表示灯）の表示が法律で義務
づけられています。

③全員車から降り、ガードレールの
外など安全な場所に、すみやかに
避難してください。

■走行できなくなったとき
①あわてずハイブリッドシステムを
始動し直してみます。

②ハイブリッドシステムが始動しな
いときは、付近の人に救援を求め
て、車を押してもらい、安全な場
所に移動してください。このとき
セレクトレバーをNにしてくださ
い。

③安全な場所に移動後、救援を頼み
ます。

！  注意
●ハイブリッドシステムが停止してい
ると、ブレーキやパワーステアリン
グの倍力装置が働かなくなるため、
極度にブレーキの効きが悪くなった
り、ハンドル操作力が重くなります
ので注意してください。

■踏み切りで出られないとき
①ただちに踏み切りの非常ボタンを
押してください。

②発炎筒で一刻も早く列車に知らせ
てください。

④安全を確保後、救援を頼みます。

路上で故障したときは
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けん引するときは
車が動かなかったり、異常な音が
するときは、けん引せずに日産販
売会社へご連絡ください。
けん引が必要なときは、できるだ
け日産販売会社、又は専門業者に
依頼してください。

JAFの営業所一覧…メンテナンス
ノート「サービス網について」をお
読みください。

他車にけん引してもらうとき

！  警告
●電源ポジションがLOCKで12Vバッ
テリーがあがると、ステアリング
ロックの解除ができなくなるため、
このままの状態でけん引しないでく
ださい。けん引するときは救援車の
バッテリーとつなぎ、電源ポジショ
ンをAcc又はONにしてハンドル操
作ができる状態で行ってください。
また、けん引中は電源ポジションを
LOCKにしないでください。ハンド
ル操作ができなくなり危険です。

！  注意
●ハイブリッドシステムが停止してい
ると、ブレーキやパワーステアリン
グの倍力装置が働かなくなるため、
極度にブレーキの効きが悪くなった
り、ハンドル操作力が重くなります
ので注意してください。

●長い下り坂では、ブレーキが過熱し
て効かなくなり、事故につながるお
それがあります。このような場所で
けん引するときは、レッカー車で引
いてもらってください。

●前輪を上げてけん引するときは、電
源ポジションをONにしないでくだ
さい。VDCが作動しブレーキがか
かることがあります。

 アドバイス
●けん引してもらうときは、速度30km/h
以下、距離30km以内にしてください。
高速走行や長距離走行をすると、トラン
スミッションが破損するおそれがありま
す。できるだけレッカー車、又はトレー
ラーを依頼してください。

●けん引ロープはできるだけソフトロープ
を使い、バンパーに傷をつけないように
注意してください。

けん引するときは
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④ロープ中央に30cm×30cm以上の
白い布を必ず付けます。

TSC1844Z

⑤ハイブリッドシステムを始動させ、
セレクトレバーをNにします。

ZCE0351

⑥パーキングブレーキを解除します。

！  注意
●ハイブリッドシステムを始動できな
いときは、電源ポジションをAcc又
はONにしてください。

②ホイールナットレンチを使ってけ
ん引フックを確実に取り付けます。
工具…P.330

ZCE0028

③自車及び他車のけん引フックに
ロープを掛けます。

！  注意
●指定以外のフックは絶対に使わない
でください。フック部が破損するお
それがあります。

 アドバイス
●ロープを掛けるときは、できるだけ同じ
側で水平になるように掛けてください。

①カバーの溝にマイナスドライバー
のような先の細いお手持ちの工具
を差し込み、カバーを外します。

 アドバイス
●工具に布などを当てながら外してくださ
い。傷をつけるおそれがあります。

ZCE0350

けん引するときは
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後ろ側のフックは船舶輸送時の固
定専用です。
けん引やトレーラー輸送時などの
固定には絶対に使わないでくださ
い。
この車で他車をけん引することは
できません。

ZCE0602

後ろ側のフックについて

 アドバイス
●トレーラーなどで輸送するときは、車両
下側のスロット穴とタイダウンフックを
使い固定してください。

〈
　
　
　
　
　
〉

フ
ロ
ン
ト
側

〈
　
　
　
　
　
〉

リ

ヤ

側

スロット穴タイダウンフック
ZCE0353

⑦けん引中はロープをたるませない
ように、前の車の制動灯に注意し
てください。

TSA5604Z

●使い終わったら、けん引フックを
取り付けたときと逆の手順で取り
外します。

けん引するときは
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オーバーヒートしたときは

ZCE0508

④冷却水が不足しているときは、エ
ンジン冷却用のラジエーターとリ
ザーバータンクに冷却水を補充し
てください。

・補充後は、しっかりキャップを閉
めてください。
ラジエーター、リザーバータンク位
置…P.345
サービスデータ（冷却水）…P.343

 アドバイス
●応急的に水だけを補充したときは、でき
るだけ早くエンジンクーラントを交換し
てください。

⑤走行中、再度高水温警告灯が点灯
したときは、①～④の作業を繰り
返し行ってください。

⑥早めに日産販売会社で点検を受け
てください。
メーター内の車両情報ディスプレイ
に「ハイブリットシステムオーバー
ヒート」と表示されたときは、ハイ
ブリッドシステムオーバーヒート警
告…P.110をお読みください。

次のようなときは、オーバーヒー
トです。
●高水温警告灯（ P.129）が点
灯したとき。

●エンジンルームのすき間から蒸
気が出ているとき。

！  警告
●エンジンルーム内は高温になってい
るため、エンジンフードを開けると
きは十分に注意してください。
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。

●エンジンが十分に冷えていないとき
は、ラジエーターやリザーバータン
クのキャップを外さないでくださ
い。蒸気や熱湯が噴き出し、やけど
など重大な傷害につながるおそれが
あります。

③高水温警告灯が消灯したら、ハイ
ブリッドシステムを停止させしば
らく待ちます。
エンジンが十分冷えてから冷却水
の量、ホースなどからの水漏れを
点検してください。

■処置のしかた
①ただちに安全な場所に停車します。
②ハイブリッドシステムを作動させ
たままエンジンフードを開け、風
通しをよくしてエンジンを冷やし
ます。
万一、冷却ファンが回っていない
ときは、ただちにハイブリッドシ
ステムを停止し、自然冷却してく
ださい。

！  警告
●蒸気が出ているときは、エンジン
フードを開けないでください。やけ
どなど重大な傷害につながるおそれ
があります。
エンジンを止め蒸気が出なくなるま
で待ち、エンジンフードを開けてく
ださい。

オーバーヒートしたときは
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12Vバッテリーがあがったときは
次のようなときは、12Vバッテリー
のバッテリーあがりです。
●メーターが表示されない、また
は各種警告灯がうす暗く点灯す
るとき。

●ライトがいつもより極端に暗い
とき。

●ホーンの音が小さい。又は鳴ら
ないとき。

■処置のしかた
12V（ボルト）バッテリー仕様の
救援車を依頼し、ブースターケー
ブル（別売り）をつなぎ始動して
ください。

①電源ポジションをOFF又はLOCK
にします。

②ヒューズボックスのふたを外しま
す。

③ブースターケーブルを次の順番で
つなぎます。

1本目
❶自車（12Vバッテリーがあがった車
両）のヒューズボックスの＋端子

❷救援車（正常な）バッテリーの＋端子
2本目
❸救援車（正常な）バッテリーの－端子
❹自車の車体（バッテリーから離れ
たボルトなど）

ZCE0510

ZCE0509

12Vバッテリーがあがったときは
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⑧早めに日産販売会社で点検を受け
てください。

！  警告
● 12Vバッテリーを充電するときは
換気を十分に行い、火気は近づけな
いでください。12Vバッテリーから
発生する可燃性ガスに引火して爆発
するおそれがあります。

●バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。万一、付着したときは、すぐに
多量の水で洗浄し、飲み込んだとき
は多量の水を飲んで応急処置をした
あと、医師の診療を受けてください。

⑦ヒューズボックスのカバーを取り
付けます。

ZCE0511

！  警告
●ブースターケーブルをつなぐとき
は、以下のことを必ずお守りくださ
い。火花が発生し、バッテリーから
発生する可燃性ガスに引火して爆発
し、やけどなど重大な傷害につなが
るおそれがあります。
・ブースターケーブルを正しい順番
と位置でつなぐ。

・ブースターケーブルを自車バッテ
リーの－端子に直接つながない。

・ブースターケーブルの＋端子と－
端子を接触させない。

④救援車のエンジンを始動し、エン
ジン回転数を少し高めにします。

⑤自車のハイブリッドシステムを始
動します。

・ヘッドランプやエアコンなどは
OFFにしてください。

・ハイブリッドシステムが始動して
も、しばらくエアコンやオーディ
オを使わないでください。

 アドバイス
●ハイブリッドシステムが始動できない場
合には、一旦電源ポジションをOFFに
して、10秒以上待ってから再始動して
ください。

⑥ブースターケーブルをつないだと
きと逆の順番で外します。

12Vバッテリーがあがったときは
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！  注意
●ブースターケーブルのワニグチク
リップは、車体に触れたり、他のワ
ニグチクリップと接触しないように
注意してください。

●ブースターケーブルは、エンジン始
動時の振動で外れたりしないよう
に、確実につないでください。

●ブースターケーブルをつなぐときや
外すときは、冷却ファンに巻き込ま
ないように注意してください。

 アドバイス
●押しがけでの始動はできません。
● 12Vバッテリーはお客さまの車に適合
した日産純正部品をおすすめします。詳
しくは、日産販売会社にご相談ください。

● 12Vバッテリーがあがるとステアリン
グロックの解除が行えず、電源ポジショ
ンが切り替わらなくなります。すみやか
に12Vバッテリーを充電してください。

12Vバッテリーがあがったときは
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ヒューズを点検・交換するときは
ランプがつかないときや電気系統
の装置が作動しないときは、ヒュー
ズ切れが考えられます。
故障の状況から、関係するヒュー
ズの位置を確認してください。

■ヒューズボックスの位置
ヒューズボックスは運転席足元と
エンジンルーム及びトランクルー
ム左側にあります。

ヒューズ抜き
ESG0405Z

エンジンルーム
ロックを外してふたを開けます。

ZCE0509

TCG0005Z

■ヒューズの位置
●ヒューズボックスのふたに表示し
てあります。

●車種により、付いていないヒュー
ズがあります。

運転席足元

トランクルーム
トランクルームの左側にあります。

①トリムカバーの中央を下に押し下
げてカバーを外します。

②ロックを外してふたを開けます。

ZCE0560

■ヒューズの交換のしかた
①電源ポジションをOFF又はLOCK
にします。

②ヒューズボックスを開けます。
③ヒューズ抜きをヒューズに差し込
んで引き抜き、ヒューズが切れて
いないか確認します。

ヒューズを点検・交換するときは
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④ヒューズが切れているときは、同
じ容量のヒューズと交換します。

TCE0058Z

！  警告
●規定容量以外のヒューズや、ヒュー
ズの代わりに針金、銀紙などは絶対
に使わないでください。配線などが
過熱、焼損し、火災につながるおそ
れがあります。

 アドバイス
●下記のイラストのような部品が付いてい
る場合は、その部品の中にもヒューズが
あります。中のヒューズを点検・交換す
るときは、Ⓐを上下につまみながら矢印
の方向に引き抜いてください。

ZCE0563

 アドバイス
●交換してもヒューズが切れるときは、日
産販売会社で点検を受けてください。

●ヒューズ抜きは、ヒューズに対して垂直
に差し込み、引き抜いてください。

●ヒューズを交換したときは、確実に差し
込まれていることを確認してください。

ヒューズを点検・交換するときは
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電球（バルブ）を交換するときは
●以下のバルブが点灯しないときは、
日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。
・前照灯（キセノンヘッドランプ）
・方向指示器 兼 非常点滅表示灯
（側面）
・ハイマウントストップランプ
・制動灯／尾灯

！  警告
●キセノンヘッドランプは点灯時高電
圧になります。感電防止のため、ラ
ンプの脱着、バルブの交換は絶対に
行わないでください。

外装ランプが点灯しないときは、
バルブ切れが考えられます。バル
ブを点検し、切れているときは交
換してください。

●バルブの交換作業が不慣れな方や
部品の破損などが心配な方は、日
産販売会社にご相談ください。

前照灯
(キセノンヘッドランプ)

車幅灯

番号灯
後退灯

制動灯／尾灯

フォグランプ

ハイマウント
ストップランプ

方向指示器 兼
非常点滅表示灯

方向指示器 兼
非常点滅表示灯

ZCE0362

■外装ランプの位置

■バルブの外しかた
各バルブ（フォグランプを除く）
をソケットから外すときは、バル
ブを持ち、引き抜きます。

バルブ

ソケット
ESH0775Z

電球（バルブ）を交換するときは
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■クリップの脱着のしかた
バルブの交換作業をするときは、
クリップを外し、内装などを脱着
します。
以下の方法で、各クリップを脱着
してください。
クリップA
●切り欠きにお手持ちの工具（マイ
ナスドライバーなど）を差し込み、
ロックを解除してから引き抜きま
す。

●取り付けるときは、ロックが解除
された状態で取り付け、指でロッ
クを押し込みます。

ESG0457Z

バンパーラバー
●バンパーラバーと取り付け面の間
にお手持ちの工具（マイナスドラ
イバーなど）に布などを当てて差
し込み、引き抜きます。

●取り付けるときは、そのまま押し
込みます。

ESG0458Z

ZCE0379

クリップB

電球（バルブ）を交換するときは
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■バルブ交換のしかた
●交換をする前に12Vバッテリーの
－端子を外してください。

●指 定 さ れ た 容 量 の バ ル ブ
（ P.344）に交換してください。
●交換したあとは、点灯することを
確認してください。
点灯しない場合は、日産販売会社
で点検を受けてください。

！  注意
●バルブの交換は、エンジンルームや
バルブが冷えた状態で行ってくださ
い。やけどをするおそれがあります。

●バルブ交換をするときは、軍手など
を着用して作業してください。

●ステーなどの端で指や腕をケガしな
いように十分注意してください。

 アドバイス
●外した部品は確実に取り付けてくださ
い。水が入り故障の原因になるおそれが
あります。

●バルブに油が付着したときは柔らかい布
などでふき取ってください。また、素手
でガラス部分に触れないでください。バ
ルブの寿命が短くなったりバルブが破損
するおそれがあります。

車幅灯
①ウェザーストリップをめくります。
（ウェザーストリップのクリップも
合わせて外れます。）

ZCE0514

③取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

ZCE0513

②ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

電球（バルブ）を交換するときは
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ZCE0516

方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前
面）
①エアクリーナーダクトを外します。
・お手持ちの工具を使ってクリップA
（8箇所）を外し、エアダクトを外
します。

ZCE0515

③ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

④取り外したときと逆の手順でエア
クリーナーダクトを取り付けます。

ZCE0517

②運転席側のバルブを交換する場合
は、クリップを外し、ウオッシャー
タンクインレットを外します。
（助手席側の交換の場合は③以降を
お読みください。）

電球（バルブ）を交換するときは
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フォグランプ
①作業スペースを確保するために、
作業する側と反対方向にハンドル
を切ります。

②フェンダー裏側のクリップA（2箇
所）とフロントバンパー下側のボ
ルト（5箇所）を外し、フェンダー
プロテクターをめくります。

クリップA

フェンダー
プロテクター

ボルト

ZCE0367

③コネクターを外します。
④バルブを反時計回りに回して外し、
交換します。

ZCE0376

⑤取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

方向指示器 兼 非常点滅表示灯（後
面）
①トランクを開けます。
②トランクフロアカーペットを取り
出します。

③クリップA（2箇所）とクリップB（4
箇所）を外し、トランクリヤフィ
ニッシャーを上方へ引いて外しま
す。

クリップ�

クリップ�

クリップ�

ZCE0369

④クリップA（2箇所）を外し、リヤ
ホイールハウストリムの後端をめ
くります。

クリップA

ZCE0368

電球（バルブ）を交換するときは
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ZCE0375

後退灯
①トランクを開けます。
②トランクリッドのグリップを外し
ます。

ZCE0374

④ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

ZCE0373

③クリップA（9箇所）とバンパーラ
バー（2箇所）を外し、トランクリッ
ドトリムを外します。

⑤取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

⑦ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

⑧取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

ZCE0372

⑥リヤコンビネーションランプを車
両後方に引いて外します。

ZCE0371

⑤お手持ちの工具を使って、ナット（2
箇所）を外します。

ナット

ZCE0370

電球（バルブ）を交換するときは
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ZCE0387

番号灯
①お手持ちの工具でネジを外し、ラ
ンプを外します。

ZCE0386

③レンズ側のツメ（4箇所）をハウジ
ングから外し、バルブを交換しま
す。

ネジ

ZCE0385

②コネクターを外します。

 アドバイス
●レンズをハウジングから外すときは、レ
ンズ側のツメが破損しないように注意し
てください。

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

電球（バルブ）を交換するときは
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工具・ジャッキ・スペアタイヤについて

工具、ジャッキ、スペアタイヤは
トランクルームに格納されていま
す。

ジャッキハンドルバー

ジャッキハンドル兼
ホイールナットレンチ

フロントけん引フック

スペアタイヤ ジャッキ

ZCE0358

格納場所 ！  注意
●工具、ジャッキ、スペアタイヤを使っ
たあとは、元の場所に格納してくだ
さい。車内に放置すると思わぬ事故
につながるおそれがあります。

 知識
●停止表示板（停止表示灯）、輪止めは標
準で搭載されておりませんので必要に応
じて準備してください。

●工具の種類やジャッキ、発炎筒（
P.312）などは、万一のときに困らない
ようにあらかじめ位置を確認しておいて
ください。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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スペアタイヤについて

スペアタイヤは応急用タイヤを搭載してあります。
タイヤがパンクしたときに、応急用として一時的に使うタイヤです。

！  注意
●スペアタイヤの空気圧はときどき点検してください。また、年に一度はタイヤエア
ゲージを使用してタイヤ空気圧が適正であるか点検してください。長期間放置する
と空気圧が減り、万一のとき使用できないことがあります。
スペアタイヤの空気圧は420kPa（4.2kg/cm2）です。

●タイヤはゴム製品のため、徐々に劣化します。安全を確保するため、5～7年を目
安に必ず点検を受けてください。点検については日産販売会社にご相談ください。

●スペアタイヤを取り付けたときは、タイヤ接地部のたわみを確認してください。た
わみが大きいときは空気圧が不足しています。すみやかに空気圧を調整してくださ
い。
空気圧が不足したまま走行すると、思わぬ事故につながるおそれがあります。

●間違った使いかたをすると、思わぬ事故につながるおそれがありますので、次のこ
とをお守りください。
・スペアタイヤ及びホイールはこの車専用です。他車のスペアタイヤを使ったり、
他車に使わないでください。
・スペアタイヤに交換したときは、100km/h以下で走行してください。
・スペアタイヤには、タイヤチェーンは取り付けられません。
雪道、凍結路で後輪がパンクしたときは、スペアタイヤを後輪に使わず、前輪に
付け、外した前輪を後輪に取り付けてください。
・スペアタイヤに交換したときは、できるだけ早く標準タイヤに戻してください。

 アドバイス
●スペアタイヤに交換すると、車高が少し低くなります。地面の突起物などを乗り越えるとき
は、車体が接触しないように注意してください。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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ジャッキアップのしかた

！  警告
●ジャッキアップしたときは絶対に車
両の下に入らないでください。
ジャッキが外れると、重大な傷害に
つながるおそれがあり非常に危険で
す。

●ジャッキアップ中は、ハイブリッド
システムを始動しないでください。
車が発進し、重大な傷害につながる
おそれがあります。

！  注意
●ジャッキを使うときは、次のことを
必ず守ってください。
・ジャッキは必ず車載されたものを
使い、他車のジャッキは使わない
でください。また、車載された
ジャッキは他車に使わないでくだ
さい。
・ジャッキはタイヤ交換又はタイヤ
チェーンの脱着以外には使わない
でください。
・平坦で硬いところに駐車して作業
してください。
・使用前にパーキングブレーキをか
け、セレクトレバーをPにしてく
ださい。
・輪止めなどで車を固定してくださ
い。
・ジャッキの上下に台やブロックな
どを入れないでください。
・人や荷物は必ず車から降ろしてく
ださい。

■スペアタイヤの取り出しかた
①ボードの取っ手部を引いて、ボー
ドを取り外します。

ZCE0557

②タイヤを固定しているクランプを
ゆるめてタイヤを取り出します。

ESH0713Z

●スペアタイヤを格納するときは、
取り出したときと逆の手順で行っ
てください。

 アドバイス
●スペアタイヤはクランプでしっかりと固
定してください。ゆるんでいると、走行
の妨げになります。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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■ジャッキハンドルのセットの
しかた

●ジャッキにジャッキハンドルバー
とジャッキハンドルをセットしま
す。
格納場所…P.330

TSC1849Z

 アドバイス
●ジャッキハンドルバーは、確実にジャッ
キハンドルの穴に差し込んでください。

ZCE0359

■ジャッキの取り出しかた
①ボードの取っ手部を引いて、ボー
ドを取り外します。

④ジャッキを取り出します。

●格納するときは、取り出したとき
と逆の手順で行い、ガタツキがな
くなるまでネジを締め付けます。

②右側のふたを引き上げ外します。
③ジャッキを固定しているネジを反
時計回りに回して取り外します。

ZCE0557

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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■ジャッキアップのしかた
交通の妨げにならず、安全に作業
ができる地面（平坦な硬い場所）
に停車し、人や荷物を車から降ろ
します。

！  注意
●やわらかい地面の上では行わないで
ください。ジャッキが倒れ、事故に
つながるおそれがあります。

①パーキングブレーキをかけ、セレ
クトレバーをPにします。

TSC1850Z

②ジャッキをかける位置と対角線の
位置にあるタイヤに輪止めをしま
す。

・輪止めは、前輪をジャッキアップ
するときは後輪の後ろ側、後輪を
ジャッキアップするときは前輪の
前側に置きます。

TSC1851Z

！  注意
●やむを得ず傾斜地で作業する場合
は、ジャッキをかける位置と対角線
の位置にあるタイヤの下り側に輪止
めをし、車が動き出さないようにし
てください。

 知識
●輪止めは標準で搭載されていませんので
必要に応じて準備してください。なお、
輪止めはタイヤを固定できる大きさの
石、木片などで代用できます。

③ジャッキを手で回し、ジャッキの
溝がジャッキアップポイントの中
央に入るまで上げます。

TSC0704Z

ジャッキアップポイント

TCA0173Z

 アドバイス
●ジャッキアップポイント以外の所には
ジャッキをかけないでください。車体が
変形するおそれがあります。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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④ジャッキハンドルを回して、タイ
ヤと地面が少し離れるまで、ジャッ
キアップします。

TSC0706Z

！  注意
●ジャッキハンドルを回すときは、
ジャッキハンドルバーを手でしっか
り握って回してください。回転中に
外れると、思わぬケガをするおそれ
があります。

工具・ジャッキ・スペアタイヤについて
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パンクしたときは

TSC0704Z

 アドバイス
●スペアタイヤを置くときは、ラベル
貼付側を上にしてください。

②ジャッキをセットします。
・ジャッキを手で回し、ジャッキの
溝がジャッキアップポイント
（ P.334）の中央に入るまで上げ
ます。

・スペアタイヤをジャッキ近くの車
体の下に置きます。

タイヤ交換のしかた

！  注意
●タイヤ交換をするときは、軍手など
を着用して作業してください。
走行直後はホイールナットが熱いた
め、やけどやケガをするおそれがあ
ります。

 知識
●スペアタイヤにはタイヤ空気圧セン
サーを装着していないため、スペア
タイヤを装着するとタイヤ空気圧警
告灯が約1分間点滅したあと点灯し
続けます。（タイヤ空気圧警報システ
ム装着車のみ）

①交通の妨げにならず、安全に作業
ができる地面（平坦な硬い場所）
に停車します。

・人や荷物を降ろします。
・必要に応じて、非常点滅表示灯を
点滅させ、停止表示板（又は停止
表示灯）を置きます。

・工具、ジャッキやスペアタイヤを
取り出します。
ジャッキの取り出しかた…P.333
スペアタイヤの取り出しかた…
P.332

TSC1850Z

パンクしたときは
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TSC0707Z

③ホイールナットレンチで、全ての
ナットを反時計回りに約1回転ゆる
めます。

！  注意
●ジャッキハンドルを回すときは、
ジャッキハンドルバーを手でしっか
り握って回してください。回転中に
外れると、思わぬケガをするおそれ
があります。

TSA1464Z

TCE0093Z

 アドバイス
●タイヤを接地状態にして行います。

④ジャッキハンドルを回して、タイ
ヤと地面が少し離れるまでジャッ
キアップします。

TSC0706Z

！  注意
●取付面が汚れていると、走行中に
ナットがゆるみタイヤが外れるおそ
れがあります。

●スペアタイヤは、ラベル貼付側が外
側になるように取り付けてくださ
い。逆に付けると他の部品と当たり、
思わぬ故障につながるおそれがあり
ます。

 アドバイス
●タイヤを地面に置くときは、ホイー
ル表面を上にして置いてください。

⑥ハブの取付面とホイール裏側の取
付面を布でよくふき、スペアタイ
ヤを取り付けます。

⑤ナットを外し、パンクしたタイヤ
を外して車体の下に置きます。

パンクしたときは
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！  警告
●工場出荷時に装着される本車両専用
のアルミホイールには、必ず上記イ
ラストの専用平座ナットを使用して
ください。また、ナットを取り付け
るときは、ナットやボルトにオイル
やグリースなどを塗らないでくださ
い。走行中にナットがゆるみ、タイ
ヤが外れるおそれがあります。

⑦ナットを取り付けます。
・ナットのテーパー部が、ホイール
穴のシート部に軽く当たるくらい
まで、時計回りに回して締め付け
ます。

テーパー部
シート部

TSG0028Z

スペアタイヤからアルミホイールに
交換するとき
・ナットのワッシャー部がホイール
穴のシート部に軽く当たるくらい
まで、時計回りに回して締め付け
ます。

シート部

ワッシャー部

ESG0640Z

TSC1854Z

⑧ナットを、図の順序で2～3回に分
けて締め付けます。

パンクしたときは
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⑩パンクしたタイヤや使用した工具、
ジャッキなどをトランクルームに
格納します。

・パンクしたタイヤは、トランクルー
ムのボードを外して奥に立てかけ
て、手前のすき間に格納します。

⑨ジャッキを下げます。
さらにナットを⑧の締め付け順序
で十分に締め付けます。
●ホイールナット締め付けトルク
　108N・m（11kg・m）

TSC0710Z

！  注意
●ジャッキを下げるときは、ジャッキ
ハンドルとジャッキハンドルバーを
両手でしっかり握って回してくださ
い。回転中に外れると、思わぬケガ
をするおそれがあります。

 アドバイス
●ホイールナットレンチを足で踏んで
回したり、パイプなどを使って必要
以上に締め付けないでください。ボ
ルトが折れるおそれがあります。

！  注意
●タイヤを取り付けてしばらく走行し
たあと、ナットのゆるみや車体の振
動などの異常がないか確認してくだ
さい。

ZCE0558

パンクしたときは
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事故がおきたときは
　あわてずに次の処置をしてください。

1続発事故の防止
他の交通の妨げにならないよう
な安全な場所に車を移動させ、
ハイブリッドシステムを停止し
ます。

2負傷者の救護
負傷者がいる場合は、医師・救
急車が到着するまでの間、可能
な応急手当を行います。

3警察への届け出
事故が発生した場所、状況、負
傷者や負傷の程度などを連絡し
ます。

4相手方の確認とメモ
相手方の氏名、住所、電話番号
などを確認してメモします。
同時に事故状況もメモしておい
てください。

5販売会社と保険会社への連絡
ご購入された販売会社と加入の
保険会社へ連絡をします。

事故がおきたときは


